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四 イザヤの召命 ６章 

 
 ６章の召命と５３章の受難のしもべ像は、新約でのペテロの召命やゲツセマネと同じよ

うに親しまれている。イザヤの召命の記録を読み、感激して献身の生涯に入った人は非常

に多い。しかし一方において、この６章ほど誤解されたまま読まれている章も少ないので

はなかろうか。それは、数節のみが断片的に読まれて、統一的な読み方がなされないため

である。 
 ６章における大きな問題点は、次の５つである。(1) 召命の時期。(2)この体験が実際にど

のような状況の下でなされ、どのように表現されているか。(3)「心をかたくなにするよう

に宣教せよ」との命令の不思議さ。(4)「いつまでですか」(11 節)との質問と、主の答えが

示している時がいつを指しているのか。(5)この召命の体験と、イザヤ書全体のメッセージ

とのかかわり。 
 
ａ 神を見る (6：1-5) 

 
1節 ウジヤ王が死んだ年に、私は、高くあげられた王座に座しておられる主を見た。その

すそは神殿に満ち、 

 bveîyO yn"±doa]-ta, ha,ór>a,w" WhY"ëZI[u %l,M,äh; ‘tAm-tn:v.Bi  WTT Isaiah 6:1 

`lk'(yheh;-ta, ~yaiîlem. wyl'ÞWvw> aF'_nIw> ~r"ä aSeÞKi-l[; 

 
LXT Isaiah 6:1 kai. evge,neto tou/ evniautou/ ou- avpe,qanen Oziaj o ̀basileu,j ei=don to.n ku,rion 

kaqh,menon evpi. qro,nou u`yhlou/ kai. evphrme,nou kai. plh,rhj o` oi=koj th/j do,xhj auvtou/ 

 
 <ウジヤ王が死んだ年>は、前 740 年。ウジヤ王は霊的にも実際的にも祝福された人生の

スタートを切った(→Ⅱ歴 26：4-5)。しかし、高ぶりと不信の罪により神に打たれ、らい病

にかかって死んだ(→Ⅱ列 15：5-7、Ⅱ歴 26：16-23)。それは単に王個人の悲劇にとどまら

ず、ユダの運命を暗示するものであった。この点で、５章最後の「ユダの絶滅」のメッセ

ージは、この６章のスタートとかかわりを持っている。王の死は、やがて下されるユダへ

のさばきの前触れであった。それにもかかわらず、ユダは無関心で、不信仰と不道徳の生

活を送っている。イザヤの召命は、このような歴史的背景と、それが青年イザヤにどのよ

うな心理的影響を及ぼしたかについての理解の上に立って考察してゆかねばならない。 
 ここに記録されている召命が、初めての召命体験であるか、すでに預言者として活動し

ていたイザヤの再召命であるかについては、意見が分かれる。カルヴァンは再召命である
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と考える。それは、イエスの弟子たちの場合にも見られるとおりである(→ヨハ 20：21-22、
使 2：3 以下)。しかし一般には、第一の召命ととる場合が多い(ヤングなど)。その理由は、

初めての召命でなければ５節のような告白はありえない、と考えるからである。この場合、

なぜ６章が 1-5 章のメッセージの前に置かれないのかという疑問が生じるが、それは、召命

体験の記録の前に初期預言のメッセージを置いたものと考える。また、ウジヤ王の死んだ

年に召命を受けたとすれば、1：1 の「彼が、・・・ユダの王ウジヤ・・・の時代に見たもの

である」との表題と矛盾するのではないかとの疑問が生じるが、それは召命体験が、ウジ

ヤ王の死んだ年でなく、ウジヤ王の死ぬ年であったと解釈することで説明される。つまり、

イザヤは、ウジヤ王が死ぬ直前に、預言者としての活動を開始したと考えるのである(デリ

ッチ)。この説明は不可能ではないが、６章全体の感じから言えば、ウジヤ王の死んだ年で

あっても、死後に召命体験があったと解釈するほうが自然である。また、すでにかなりの

キャリアを積んだ教職者が、深い罪認識の体験をもう一度することも多い(→ロマ 7：14 以

下、Ⅰテモ 1：15)。5 節があるから第一の召命でなければならない、ときめつけることは

できない。 
 一方、６章の記録を、必ずしも事実ととる必要はないとする説もある。「この記録は召命

当時の経験そのままというよりも、むしろその後の実際経験に照らして省察吟味されたも

ので、単なる歴史的記録ではなく、最も精錬された信仰的記録であるといわねばならぬ」(手
塚)。 

<ウジヤ王が死んだ年に>の後には接続詞ワウがあるから、一呼吸の感じである。「そして

私は主を見た」となっている。協会訳では、イザヤの見た焦点がはっきりしない。「イザヤ

が主を見た」ということが 6：1 の中心であり、６章全体の出発点なのである。この焦点が

はっきりすると、ここに重要な神学的問題が提供されていることも明らかになる。第一に、

ここで用いられる<主>は、普通の主従関係に用いられる yn"doa ヘアドーナーイ]である。注

意深く読んでゆくと、6：1 では、<高くあげられた王座に座しておられる主を見た>と言わ

れていても、その主がどのような形であったかは何も言われていない。更に不思議なこと

に、イザヤが実際には「どこで」主を見たかについても言われていない。普通は、エルサ

レム神殿で祈っていた最中の体験であると考えられているが、本文そのものは沈黙してい

る。また前述のように、<ウジヤ王が死んだ年>であっても、確実な日はわからないし、一

日のうちの昼であったか夜であったかもわからない。「イザヤが主を見た」ことは事実であ

っても、その事実の起こった日時、場所、及び主の外見については不明なのである、そし

て、そのことこそ、神の啓示の本質とかかわっている。聖書の他の箇所では、だれも神を

見た者はなく、見た者は死ぬと言われている(→出 33：20、ヨハ 1：18、Ⅰテモ 6：16)。し

かし一方では、「神を見る」ということも真理である<マタ 5：8>。イザヤの召命の出発点

は、「神を見た」という現実にある。しかしそれは、「神を見ることも描くこともできない」

という真理を含む現実であった。イザヤは、<主>という用語の選び方をはじめ、この部分
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の表現を通して、注意深く、神の啓示の本質を明らかにしてくれている。 
<高くあげられた>は<王座>にかかり、神の至高性を表している。新改訳では、<そのす

そは神殿に満ち>を 2 節にかけている。普通の訳(ルター訳、英欽定訳、英標準訳、協会訳な

ど)や、注解(カルヴァン、ヤング)は、前にかけて「そのすそは神殿に満ちていた」と切る。

<満ち>と「立っていた」(2)は分詞であるし、1 節の焦点が「主を見た」ことにあるとすれ

ば、新改訳は思い切ってそれを表現しようとした積極的な訳として評価すべきである。エ

ルサレム訳は、1-2 節を一つのまとまった区分として扱っている。 
 

2節 セラフィムがその上に立っていた。彼らはそれぞれ６つの翼があり、おのおのその二

つで顔をおおい、２つで両足をおおい、２つで飛んでおり、 

vveî ~yIp:±n"K. vveó Alê ‘l[;M;’mi Ÿ~ydIÛm.[o ~ypi’r"f.  WTT Isaiah 6:2 

 wyl'Þg>r: hS,îk;y> ~yIT:±v.biW wyn"©p' hS,äk;y> Ÿ~yIT:åv.Bi dx'_a,l. ~yIp:ßn"K. 

`@pE)A[y> ~yIT:ïv.biW 

 
LXT Isaiah 6:2 kai. Serafin ei`sth,keisan ku,klw| auvtou/ e]x pte,rugej tw/| e`ni. kai. e]x pte,rugej 

tw/| e`ni, kai. tai/j me.n dusi.n kateka,lupton to. pro,swpon kai. tai/j dusi.n kateka,lupton tou.j 

po,daj kai. tai/j dusi.n evpe,tanto 

 
<セラフィム>は、御使いの意味では６章だけに用いられており、ケルビム(創 3：24、出

25：18-22、エゼ 10 章、28：14)や、ミカエル(ダニ 10：13,21、12：1、黙 12：7)とは区別

される。語源的には「燃える」という意味で、「燃える蛇」すなわち毒蛇を表すのに用いら

れる(民 21：6,8、申 8：15、イザ 14：29、30：6)。御使いセラフィムには、顔と手と足が

あり、６つの翼を持ち、飛び翔りながら、神を賛美する。その姿は蛇に似ていたと主張す

る学者がいるが(ドゥーム)、本文は何も言っていない。セラフィムは複数であるが、その数

については、注解者にとってまちまちである。２つの翼で<顔をおおう>のは、尊敬とおそ

れを示す象徴的行為であり、<両足をおおう>のは、謙遜を表している。 
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３節 互いに呼びかわして言っていた。 

   「聖なる、聖なる、聖なる、万軍の主。 

    その栄光は全地に満つ。」 

 

vAdßq' vAd±q' ŸvAdôq' rm;êa'w> ‘hz<-la, hz<Ü ar"’q'w>  WTT Isaiah 6:3 

`Ad*AbK. #r<a'Þh'-lk' al{ïm. tAa+b'c. hw"åhy> 

 
LXT Isaiah 6:3 kai. evke,kragon e[teroj pro.j to.n e[teron kai. e;legon a[gioj a[gioj a[gioj ku,rioj 

sabawq plh,rhj pa/sa h ̀gh/ th/j do,xhj auvtou/ 

 
４節 その叫ぶ者の声のために、敷居の基はゆるぎ、宮は煙で満たされた。 

tyIB:ßh;w> arE_AQh; lAQßmi ~yPiêSih; tAMåa; ‘W[nU’Y"w:  WTT Isaiah 6:4 

`!v")[' aleîM'yI 

 
LXT Isaiah 6:4 kai. evph,rqh to. u`pe,rquron avpo. th/j fwnh/j h-j evke,kragon kai. o ̀oi=koj evplh,sqh 

kapnou/ 

 

セラフィムは<互いに呼びかわして>、聖なる神を賛美した。<聖なる>(vAdq'ヘカドーシ

ュ)は、イザヤ書において最も重要なことばの一つである。その意味については→5：16 注

解。<万軍の主>→1：9 注解。ここに三位一体の思想が明確に現されていると、デリッチや

ヤングは主張するが、カルヴァンは慎重論をとっている。「御使いたちが三位格であられる

唯一の神をここで描いていることに疑いを持つものではないが、われわれの信条を証明す

る時、異端のそしりを受けないために、よりよく結論をはっきりさせることのできる聖句

を選ぶべきである。実際において、この(セラフィム)繰返しは、うむことのない持続性を表

現している。」 

<栄光>(dAbK'ヘカーボード)(その他、富、美しい、尊ばれる、誇った、豊かなと訳され

る)は、イザヤの好んで用いたことばで、イザヤ書全体で 38 回も使われている。その約半分

は、主の栄光として用いられている(3：8、6：3、10：16、24：23、35：2、40：5、42：
8,12、43：7、48：11、58：8、59：19、60：1-2、66：18-19、19)。また、メシヤの栄光

については 4 箇所に用いられている(4：2、11：10、22：23、62：2)。 
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主は高く上げられた王座に座し、セラフィムは天空を飛びかけりつつ呼び交わし言うが、

不思議なことに、主の栄光は、天でなく<全地に満つ>と叫ぶ(民 14：21、詩 72：19)。<叫
ぶ者の声のために、敷居の基はゆるぎ>。カルヴァンが言うように、地震の直接原因がセラ

フィムの声であったととる必要はない。<煙>も、セラフィムの叫ぶ口からでる煙状の息で

はないであろう。4：5 の「煙」とも関係はない。おそらく、神殿の祭壇でいけにえをささ

げる時に立ち上る煙が連想されていたと思われる。おそれと恐怖に満たされていたイザヤ

は、神殿に満ちた衣のすそと煙によって、十分な見通しを得ることができず、ただただ主

のみいつと栄光の輝かしさに圧倒されていた。 
 
５節 そこで、私は言った。 

   「ああ。私は、もうだめだ。 

    私はくちびるの汚れた者で、 

    くちびるの汚れた民の間に住んでいる。 

    しかも万軍の主である王を、 

    この目で見たのだから。」 

‘~yIt;’p'f.-ame(j. vyaiÛ yKiä ytiymeªd>nI-yki( yliä-yAa) rm;úaow"  WTT Isaiah 6:5 

 %l,M,²h;-ta, yKiª bve_Ay ykiÞnOa' ~yIt;êp'f. ameäj.-~[; ‘%Atb.W ykinOëa' 

`yn")y[e Waïr" tAaßb'c. hw"ïhy> 

 
LXT Isaiah 6:5 kai. ei=pa w= ta,laj evgw, o[ti katane,nugmai o[ti a;nqrwpoj w'n kai. avka,qarta cei,lh 

e;cwn evn me,sw| laou/ avka,qarta cei,lh e;contoj evgw. oivkw/ kai. to.n basile,a ku,rion sabawq 

ei=don toi/j ovfqalmoi/j mou 

 
神の栄光と聖さに圧倒されたイザヤは、<ああ。私は、もうだめだ>と叫んだ。不義と腐

敗に満ちた社会を見て、青年イザヤの心は燃えていたに違いない。汚れを知らない青年の

心は、社会の不正を見てうずき、しばしば破壊的な行為に駆り立てられる。すでに預言者

の活動に入っていたイザヤは、ウジヤ王の死と、それに伴う国家の不信、腐敗、無知を見

て、更に強力な活動を始める衝動を持ったであろう。しかし、その前にまず神との関係を

ただしておく必要があった。そこでイザヤが知らされたことは、自分が神の側に立って、

民を教え叱責し預言する立場にはなく、自分こそが、神のさばきを受けて、滅ぼされた存

在であるという事実であった。<ああ>→欄外注、1：4 注解。<ああ。私は、もうだめだ>は、

単なる絶望的な感情の表現ではない。「わざわいだ。私はだめだ。滅んでいる」と訳すと、

原文の意味に最も近い。「滅びるばかりだ」(新共同訳)なのでなく「滅んでいる」のである(→
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15：1、エレ 47：5、ホセ 4：6、10：7、ゼパ 1：11)。自分だけが正しいと思っている者は、

神の御前で、最も傲慢な罪びとであることを暴露される(→Ⅰコリ 10：12)。カルヴァンは、

この動詞の原意が「静かである」というところから、おそれのあまり沈黙したと解釈する

が、文脈から見ると、イザヤが自分の罪人であること、すなわち霊的な死を自覚したと解

釈すべきである。<汚れた>ものはすべて、神の御前から退けられる(レビ 11：44、15：31、
18：28-30、22：3)。<くちびる>が汚れていることは、心も汚れていることを意味する(→
ヤコブ 3：9-12)。 
更に、イザヤは、自分が汚れているだけでなく、<民>も汚れており、その中に自分がい

ると告白している(→ネヘ 1：6、ダニ 9：20)。ここでは、預言者における「個」の意識と、

「集団の一員」としての意識が、有機的に結合されている。この有機的な関係が把握され

て初めて、預言者の召命とそのメッセージが理解されるのである(→本注解書旧約 4「預言

書について」ｐ44-45)。 
<万軍の主である王を、この目で見た>は、もちろん、神の外見的な姿を見たという意味

ではない(→6：1 注解)。しかし、どのような形式であれ、神を見たら死ぬという信仰が、

イスラエル人の間にあった(→出 33：20、士 6：22、13：22) 
 
ｂ 罪の赦し(6：6-7) 

 
6 節 すると、私のもとに、セラフィムのひとりが飛んで来たが、その手には、祭壇の上か

ら火ばさみで取った燃えさかる炭があった。 

hP'_c.rI Adày"b.W ~ypiêr"F.h;-!mi ‘dx'a, yl;ªae @['Y"åw:  WTT Isaiah 6:6 

`x;Be(z>Mih; l[;îme xq:ßl' ~yIx;êq;l.m,’B. 

 
LXT Isaiah 6:6 kai. avpesta,lh pro,j me e]n tw/n serafin kai. evn th/| ceiri. ei=cen a;nqraka o]n th/| 

labi,di e;laben avpo. tou/ qusiasthri,ou 

 
病人であれば、どのような重症であっても、元気になる望みがあるが、死んでしまえば

すべては終わりである。また、死人は自分から生き返ることはない。霊的な死においても

同じである。5 節でイザヤが霊的な死を自覚し、それが事実であったとすれば、5 節と 6 節

の間には深い断絶がある。それゆえ、6 節の初めの<すると>は、軽々しく読み過ごしては

ならない。神は救いのわざにおいて、徹底的なイニシアチブをとられる。その時と場所と

方法の一切は、神の主権と自由のもとにある。セラフィムの行為と宣言によって罪の赦し

が与えられることは、イザヤの想像を全く超えるものであった。<燃えさかる炭>(hP'c.rI
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ヘリツパー)は、「燃えさかる石」とも解釈される(ヤング)。その場合は、香をたく祭壇の石

と考えられる。70 人訳は、新改訳と同じく、a;nqrax ギアンスラクス(炭)と訳している。そ

の場合は、いけにえが焼かれて、炭状になったものを意味している。 
 

7 節 彼は、私の口に触れて言った。 

   「見よ。これがあなたのくちびるに触れたので、 

    あなたの不義は取り去られ、 

    あなたの罪も贖われた。」 

^yt,_p'f.-l[; hz<ß [g:ïn" hNE±hi rm,aYO¨w: yPiê-l[; [G:åY:w:  WTT Isaiah 6:7 

`rP")kuT. ^ßt.aJ'x;w> ^n<ëwO[] rs"åw> 

 
LXT Isaiah 6:7 kai. h[yato tou/ sto,mato,j mou kai. ei=pen ivdou. h[yato tou/to tw/n ceile,wn sou 

kai. avfelei/ ta.j avnomi,aj sou kai. ta.j a`marti,aj sou perikaqariei/ 

 
 神の救いの御手は人格全体に及ぶが、具体的には、最も弱く、最も汚れたところに恵み

が注がれるという形をとる。イザヤの場合も、「汚れたくちびる」がそれであった。ここで、

セラフィムの行為が救いのしるしとなり、セラフィムの宣言が救いのことばとなっている。

カルヴァンは、これを聖礼典にたとえて、しるしより、みことばが優先すべきであると主

張する。「われわれは、聖礼典の重要な部分は、みことばであることを学ばなければならな

い。みことばなくしては、礼典は堕落の手段になる。それは、今日の法皇制の下において、

聖礼典が茶番劇化しているのに見られるとおりである。」しかし、同時に、カルヴァンは、

真理のことばをしるしから切り離してはならないことも強調している。ここでのセラフィ

ムの宣言では、<これがあなたのくちびるに触れたので>と、救いの行為にまず言及してい

る。 

<不義>(!A['ヘアーウォーン)、<罪>(taJ'x;ヘハッタース)については→1：4 注解。<贖わ

れた>は、rpK ヘカーファルの強意受身語幹で、原意は「おおわれる」。22：14、27：9

では、単に「赦される」と訳される。強意能動語幹は、犠牲によって罪を贖うという重要

なレビ的用語である(レビ 4：26、5：18、6：7、17：11 等)。同じ語源から、契約の箱の「贖

いのふた」(tr,PoñK;ヘカッポーレス)ということばが作られている(→出 25：17,30：6、31：

7。→i`lasth,rion ギヒラステーリオン、ロマ 3：25、ヘブ 9：5)。イザヤは、レビ的な犠牲

による贖いの祭儀を通して、セラフィムの行為と、それに伴う罪の赦しの宣言を理解した
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に違いない。それゆえ、1：11、13 の預言に見られたいけにえの拒否のメッセージと違った

祭儀理解が、ここに示されている。 
ルターが言っているように、死んでいたイザヤが、神の一方的な赦しの行為とことばに

よって復活したのである。 
 
ｃ 召命(6：8) 

 
８節 私は、「だれを遣わそう。だれが、われわれのために行くだろう」と言っておられる

主の声を聞いたので、言った。「ここに、私がおります。私を遣わしてください。」 

ymiäW xl;Þv.a, ymiî-ta, rmeêao ‘yn"doa] lAqÜ-ta, [m;úv.a,w"  WTT Isaiah 6:8 

`ynIxE)l'v. ynIïn>hi rm:ßaow" Wnl'_-%l,yE) 

 
LXT Isaiah 6:8 kai. h;kousa th/j fwnh/j kuri,ou le,gontoj ti,na avpostei,lw kai. ti,j poreu,setai 

pro.j to.n lao.n tou/ton kai. ei=pa ivdou, eivmi evgw, avpo,steilo,n me 

 
 イザヤの召命体験は「主を見た」ということが出発点であったが、それは単なる視覚の

問題ではなかった。セラフィムの声は、イザヤの聴覚に響き、煙は臭覚に訴えた。さらに

「燃えさかる炭」は、触覚から味覚までを貫いた。宗教体験は、単なる知的認知とか感情

にとどまるものではなく、五感を揺り動かし、意思をゆさぶり、行動へと及んでゆく。罪

の赦しの体験は、神の徹底的な主権とイニシアチブの下に行なわれたが、それに続く召命

において、神はイザヤに応答を求められる。<だれを遣わそう>という疑問は、神ご自身へ

の問いかけであり、この時代の困難な宣教のわざに耐えうるしもべを選ぶための厳しさを

示している。救いの御手はすべての人に及ぶけれども、神のみわざを遂行する人物には、

その事業の困難さに応じて、特別の召しと賜物が要求される。<だれが、われわれのために

行くだろう>という疑問は、遣わされる人物の自発的な応答を求める。 
<われわれ>と複数形が使われているが、それについて幾つかの解釈がある。70 人訳は、

<われわれ>を削除して、「だれがこの民に行くだろう」としている。カルヴァンは、6：3
の注解の時と違って、ここでは創 1：26 と同じく三位一体の神が言及されていると解釈し

たい、と言っている。ヤングも同じ立場であるが、その主張はもっと強く、明確であり。

一方、ランゲ、デリッチは、セラフィムを含めて<われわれ>と言われていると解釈する。

しばしば、神の御座の回りに会議が召集されたと書かれているからである(Ⅰ列 22：19-22、
ヨブ 1：6 以下、2：1 以下、詩篇 89：7)。リューポルドは、前者を当然のこととしながら、

後者の説を採用するという妥協をしている。 
神の質問に、イザヤは直ちに<ここに、私がおります。>と返事をした。まことの信仰を
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持つ人は、神が召される時、召しの内容、方法、時期について、討議を重ねてから慎重に

返事をする人ではない。何らの疑問もはさまず、すぐ<ここに、私がおります。>といえる

人である。アブラハムも(創 22：1)、モーセも(出 3：4)、神の呼びかけに全く同じ返事をし

ている。 
しかし、イザヤに与えられるメッセージの内容は、想像も及ばない厳しいものであった。 

 
ｄ 心をかたくなにするメッセージ (6：9-13) 

 
 これまで、イザヤの召命物語に感激し、主に献身を誓った人たちは何人いるだろう。そ

れにもかかわらず、6：9 以下ほど無視されてきた本文も少ないと思われる。それは、「心を

かたくなにするメッセージ」を理解することが、非常に難しいからである。 
 ゲゼニウスは、6：9 の命令形を未来形ととることによって説明しようとした。ルターは

「わたしの民」と呼ばれず「この民」と呼ばれていることに注目し、神はもはやイスラエ

ルを捨ててしまわれたと言う。「神の隠れた御旨をせんさくして、自分を苦しめることはや

めようではないか」と言って、解釈を避けている。また、カルヴァンやアレグザンダーは、

神の予知がそこに示されていると考える。 
 私たちは、イザヤ書全巻を通じて最も重要な思想であり、新約聖書にもしばしば引用さ

れている「心をかたくなにするメッセージ」の解釈を避けて素通りすることは許されない。

それにはまず、本文そのものを忠実に検討してみる必要がある。 
 
９節 すると仰せられた。 

   「行って、この民に言え。 

   『聞き続けよ。だが悟るな。 

    見続けよ。だが知るな。』 

‘[:Am’v' W[Üm.vi hZ<+h; ~['äl' T'Þr>m;a'w> %lEï rm,aYO¨w:  WTT Isaiah 6:9 

`W[d"(Te-la;w> Aaàr" Waïr>W WnybiêT'-la;w> 

 
LXT Isaiah 6:9 kai. ei=pen poreu,qhti kai. eivpo.n tw/| law/| tou,tw| avkoh/| avkou,sete kai. ouv mh. sunh/te 

kai. ble,pontej ble,yete kai. ouv mh. i;dhte 
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10 節 この民の心を肥え鈍らせ、 

   その耳を遠くし、その目を堅く閉ざせ。 

   自分の目で見ず、自分の耳で聞かず、 

   自分の心で悟らず、 

   立ち返っていやされることのないように。」 

wyn"åy[ew> dBeÞk.h; wyn"ïz>a'w> hZ<ëh; ~['äh'-ble ‘!mev.h;  WTT Isaiah 6:10 

 ap'r"îw> bv'Þw" !ybi²y" Abðb'l.W [m'ªv.yI wyn"åz>a'b.W wyn"÷y[eb. ha,’r>yI-!P, [v;_h' 

`Al* 

 
LXT Isaiah 6:10 evpacu,nqh ga.r h` kardi,a tou/ laou/ tou,tou kai. toi/j wvsi.n auvtw/n bare,wj 

h;kousan kai. tou.j ovfqalmou.j auvtw/n evka,mmusan mh,pote i;dwsin toi/j ovfqalmoi/j kai. toi/j 

wvsi.n avkou,swsin kai. th/| kardi,a| sunw/sin kai. evpistre,ywsin kai. iva,somai auvtou,j 

 
 第一に注目すべきことは、<聞き続けよ。だが悟るな。見続けよ。だが知るな。>が、イ

ザヤが民に向かって実際に伝えばければならないメッセージの内容になっていることであ

る。しかし、実際に預言者がこのようなことばをそのまま告げるということがありうるだ

ろうか。また、告げたとしたら、どのような結果が生じるだろうか。伝道集会で説教者が

このように語ったらどうなるか想像してみて、この表現のもつ不思議さに驚くところから

釈義は出発しなければならない。 
<聞き続けよ><見続けよ>は、それぞれの動詞の命令形と不定詞独立形が結び付けられて

おり、意味は、連続とか繰返しを表す。新共同訳「くりかえし聞くがよい」「くりかえし見

るがよい」。連続にしても繰り返しにしても、一体何を見聞きし、何を悟ってはならないの

か。直接的には、聖なる神にお会いして罪の赦しを受けた体験のあかしを指すと思われる(→
使 22：6 以下、26：12 以下)。その体験のあかしを聞いても、人々はかえって心をかたくな

にする(→使 22：22、26：24)。もう一つは、1-5 章のメッセージを指すと考えることがで

きる。メッセージを聞いても「イスラエルは知らない。わたしの民は悟らない」(1：3)。彼

らの運命は不治の病にかかった病人と同じであり(1：5 以下)、ウジヤの死はその象徴であ

り、先触れであった。これらのメッセージは、イスラエルの歴史と、その中に織り成され

る事件を「しるし」として彼らの前に示したのであるが、人々は、これを見聞きしても、

悟ることがなかった。人々の心は、出エジプトの民がカナンの地を目指して荒野を旅した

時と変わるところがなかった。「あなたが、自分の目で見たあの大きな試み、それは大きな

しるしと不思議であった。しかし、主は今日に至るまで、あなたがたに、悟る心と、見る

目と、聞く耳を、下さらなかった」(申 29：3,4)。 
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【新約聖書におけるイザヤ書 6：9-10 の引用】 
 イザヤ書 6：9-10 は、新約聖書では 5 箇所に引用されている(マタ 13：14、15、マル 4：
12、ルカ 8：10、ヨハ 12：40、使 28：26、27。ロマ 11：8)。 
 
マタイ 13：14 こうしてイザヤの告げた預言が彼らの上に実現したのです。 

          『あなたがたは確かに聞きはするが、 

           決して悟らない。 

           確かに見てはいるが、決してわからない。 
 

BNT Matthew 13:14 kai. avnaplhrou/tai auvtoi/j h` profhtei,a VHsai<ou h` le,gousa avkoh/| 

avkou,sete kai. ouv mh. sunh/te( kai. ble,pontej ble,yete kai. ouv mh. i;dhteÅ 

 
マタイ 13：15 この民の心は鈍くなり、 

        その耳は遠く、 

        目はつぶっているからである。 

        それは、彼らがその目で見、その耳で聞き、 

        その心で悟って立ち返り、 

        わたしにいやされることのないためである。』 

 
BNT Matthew 13:15 evpacu,nqh ga.r h` kardi,a tou/ laou/ tou,tou( kai. toi/j wvsi.n bare,wj h;kousan 

kai. tou.j ovfqalmou.j auvtw/n evka,mmusan( mh,pote i;dwsin toi/j ovfqalmoi/j kai. toi/j wvsi.n 

avkou,swsin kai. th/| kardi,a| sunw/sin kai. evpistre,ywsin kai. iva,somai auvtou,jÅ 

 
 まず、マタイの福音書 13：14-15 をイザヤ書 6：9-10 と比較してみよう。前半は、イザ

ヤ 6：9 が、神のお命じになった宣教の内容になっているのに対し、マタイ 13：14 は、民

の側での受け取り方として描写している。また、「聞く」と「見る」が、イザヤ 6：9 では

持続か繰り返しであるのに対し、マタイでは確実性の表現となっている。後半でも、イザ

ヤ 6：10 では、神が「心をかたくなにするように」と命じておられるのに対し、マタイ 13：
15 では、民の心の状況の客観的描写となっている。このような相違は、マタイが 70 人訳を

引用しているからである。それでは、マタイはなぜ、マソレテ本文でなく、70 人訳を引用

したのか。彼は 70 人訳しか知らなかったのか。そうではない。新約における旧約の引用は、

マソレテ本文によるものと、70 人訳からのものと、どちらでもないものとがある。例えば、

マタイ 12：18-21 には、イザヤ 42：1-4 が引用されるが、これはマソレテ本文に非常に近

い。それゆえ、マタイ 13：14-15 が 70 人訳によったのは、マタイが文脈にふさわしいほう

を選んだと考えるほうが正しい。イザヤ 6：9-10 はイザヤの召命に焦点を当てており、イ
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ザヤの宣教の内容および影響を、神からの命令の遂行という枠の中で叙述しているのであ

るが、マタイ 13：14-15 は、神のことばが人々の心に伝えられた時の、人間の側の反応に

焦点を置いている。もともとイエスがこのたとえを語られた場合には、どのように話され

たのであろうか。それは、イエスがアラム語を日常語としヘブル語聖書に親しんでおられ

たことと、共観福音書記者がかなり自由に「イエスのことば」を取捨選択しているところ

から、もともとはマソレテ本文に近い内容で、しかもイエスご自身が、かなり新しい引用

方法で、従来の律法解釈から全く自由な意味を持たせつつ使用されたと考えるべきである。 
 
マルコ 4：12 それは、『彼らは確かに見るには見るがわからず、聞くには聞くが悟らず、

悔い改めて赦されることのないため』です。」 

 
BNT Mark 4:12 i[na ble,pontej ble,pwsin kai. mh. i;dwsin( kai. avkou,ontej avkou,wsin kai. mh. 

suniw/sin( mh,pote evpistre,ywsin kai. avfeqh/| auvtoi/jÅ 
 
 次にマルコの福音書 4：12 では、「彼らは確かに見るには見るがわからず、聞くには聞く

が悟らず、悔い改めて赦されることのないため」と、半分以下に要約されている。「民」と

いう語はなくなり、一般群衆を指す「彼ら」に還元されている。「見る」と「聞く」は、順

序が反対になっている。また、最後の「いやされる」が「赦される」になっている。マタ

イと比較すると、同じ種まきのたとえでも、マルコは、自分の立場に立って、このたとえ

の中でのイエスのことばを縮め、変更していることがわかる。その立場は、引用句の前後

を比較することによって、かなり明らかに知ることができる(→マタ 13：14、16 とマル 4：
11,13)。 
 
ルカ 8：10 そこでイエスは言われた。「あなたがたに、神の国の奥義を知ることが許され

ているが、ほかの者には、たとえで話します。彼らが見ていても見えず、聞いていても悟

らないためです。 

 
BNT Luke 8:10 o` de. ei=pen u`mi/n de,dotai gnw/nai ta. musth,ria th/j basilei,aj tou/ qeou/( toi/j 

de. loipoi/j evn parabolai/j( i[na ble,pontej mh. ble,pwsin kai. avkou,ontej mh. suniw/sinÅ 

 
 ルカの福音書 8：10 は、イザヤ書 6：9-10 の最も簡単な断片的引用である。それだけに

かえって、イエスに対する信仰と不信仰が、ユダヤ人と教会を分ける決定的な唯一の要素

であることを鋭く示す結果になっている。また、使徒の働き 28：26-27 とローマ人への手

紙 11 章に示される新約の救済史の図式を暗示することにもなっている。 
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ヨハネ 12：40 「主は彼らの目を盲目にされた。また、彼らの心をかたくなにされた。そ

れは、彼らが目で見ず、心で理解せず、回心せず、そしてわたしが彼らをいやすことのな

いためである。」 

 
BNT John 12:40 tetu,flwken auvtw/n tou.j ovfqalmou.j kai. evpw,rwsen auvtw/n th.n kardi,an( i[na 

mh. i;dwsin toi/j ovfqalmoi/j kai. noh,swsin th/| kardi,a| kai. strafw/sin( kai. iva,somai auvtou,jÅ 

 
 ヨハネの福音書 12：40 は、共観福音書の種まきのたとえとは全く違った文脈である。種

まきのたとえは、すでにイエスの宣教の初期において見られるのであるが、ヨハネ 12：40
は、イエスの生涯の最後の数日の記録の中で、イエスに対する人々の不信の態度の説明句

となっている。種まきのたとえでは、イエスご自身のことばの中に引用されているが、ヨ

ハネ 12：40 は、ヨハネ自身が説明する文章となっている。また、ヨハネ 12：40 は、その

直前の 12：38 にあるイザヤ 53：1 の引用句と密接な関係を持つ。ヨハネにとって、イザヤ

6：9-10 と 53：1 は、同じイザヤのことばであるだけでなく、同じ内容を表現することばと

して理解されたのである。その内容とは、「人々がイエスのしるしを見、イエスのことばを

聞きながら、信じなかった」事実にほかならない。この事実を、ヨハネは、イザヤ 53：1
と 6：9-10 を引用しつつ、人間の側からではなく、主の経綸の立場から理解した。引用は 6：
10 のみとなっているが、マソレテ本文でもなく、70 人訳でもなく、第三の引用と呼ぶべき

ものである。イザヤ書では、民の心をかたくなにする主人公は、イザヤであり彼の伝える

メッセージの内容であったが、種まきのたとえでは、心をかたくなにする主人公は民自身

であった。ところがヨハネは、「主は彼らの目を盲目にされた。また、彼らの心をかたくな

にされた」と言う。また、「耳」と「目」と「心」のうち、「耳」が省略されている。「民」

ということばも省略され、「彼ら」に還元されている。また「立ち返る」は「回心する」と

なっている。ヨハネは、マソレテ本文でもなく、70 人訳でもなく、第三の本文から逐語的

に引用したというよりも、ヨハネ自身が、文脈にふさわしく、引用聖句を自由に取捨選択

し、変更したと考えられる。 
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使徒 28：26 『この民のところに行って、告げよ。 

        あなたがたは確かに聞きはするが、 

        決して悟らない。 

        確かに見てはいるが、決してわからない。 

 
BNT Acts 28:26 le,gwn poreu,qhti pro.j to.n lao.n tou/ton kai. eivpo,n avkoh/| avkou,sete kai. ouv mh. 

sunh/te kai. ble,pontej ble,yete kai. ouv mh. i;dhte 

 
使徒 28：27  この民の心は鈍くなり、 

       その耳は遠く、 

       その目はつぶっているからである。 

       それは、彼らがその目で見、 

       その耳で聞き、 

       その心で悟って、立ち返り、 

       わたしにいやされることのないためである。 

 
T Acts 28:27 evpacu,nqh ga.r h` kardi,a tou/ laou/ tou,tou kai. toi/j wvsi.n bare,wj h;kousan kai. 

tou.j ovfqalmou.j auvtw/n evka,mmusan mh,pote i;dwsin toi/j ovfqalmoi/j kai. toi/j wvsi.n avkou,swsin 

kai. th/| kardi,a| sunw/sin kai. evpistre,ywsin( kai. iva,somai auvtou,jÅ 

 
 使徒の働き 28：26-27 は、使徒の働きの最後の章の重大な締めくくりのことばになって

いる。使徒の働きは、ペンテコステからの初代教会の成立と発展の有様を記録しているが、

今やこの書を閉じるにあたり、この引用句を起点とし軸として、新しい教会史の展開が始

まることを告げる。イザヤ書 6：9-10 は、使徒の働き 28：26-27 に引用句として用いられ

ることによって、教会の歴史を変える「ことば」となった。内容はマソレテ本文に最も近

い形をとっている。新改訳ではかぎを使っていないが、28：26 の「あなたがたは確かに聞

きはするが、決して悟らない。確かに見てはいるが、決してわからない」にかぎをつける

と意味が明瞭になる。26 節がイザヤの宣教メッセージとなっているのに対し、27 節は民の

状況の叙述になっており、この点で、パウロは、イザヤから離れて種まきのたとえの線に

沿っている。折衷的な立場と言えよう。 
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ローマ 11：8 こう書かれているとおりです。 

       「神は、彼らに鈍い心と 

        見えない目と聞こえない耳を与えられた。 

        今日に至るまで。」 

 
BNT Romans 11:8 kaqw.j ge,graptai e;dwken auvtoi/j o` qeo.j pneu/ma katanu,xewj( ovfqalmou.j 

tou/ mh. ble,pein kai. w=ta tou/ mh. avkou,ein( e[wj th/j sh,meron h`me,rajÅ 

 
 最後に、ローマ人への手紙 11：8 の文脈は、ユダヤ人が不信の民となり、それが契機と

なって全世界に福音が宣教されるようになった、ということである。神学的に言えば、「神

の御国が与えられるのは、恵みによるのであって、行いによらない」ということで、「イス

ラエルは追い求めていたものを獲得できませんでした」(ローマ 11：7)。それゆえ、ローマ

人への手紙 11：8 は、ヨハネの思想と同一線上に立ち、「心をかたくなにする」主人公は、

神であると言っている。この引用は申命記 29：4 からであるが、同時に、パウロがイザヤ

書 6：9-10、29：10 を考えていたことは明らかである。こうして、申命記神学と、イザヤ

の神学と、次節（ロマ 11：9）に見られるダビデの神学が、「心をかたくなにする」イスラ

エル人に焦点を合わせて、出エジプト時代から統一王国時代を経て分裂王国時代を一貫し

ているのを見る。 
 
 以上の 6 箇所の研究を総合してみると、次の諸点が明らかにされる。 
 
（1）イザヤ書 6：9-10 の引用は、新約における旧約本文の引用の仕方について重要な示唆

を与えている。つまり、新約における旧約本文の引用は、マソレテ本文からのものと、70
人訳からのものと、第三のものとに大別される（あるいは、新約記者が、本文にかなりの

変更を加えている）。 
 
（2）新約における旧約引用の原則には 2 つある。一つは、彼らが厳密なラビ的聖書解釈学

に従って、一言一句を神のことばとして尊敬し、しばしば一語の解釈に重要な意味を持た

せたこと（→ガラ 3：16）。もう一つは、キリスト中心的な解釈で、キリストを指し示すた

めに、ラビ的解釈を超え、一見不可能に見えるような変更や解釈を行なっていることであ

る（→ヘブ 2：13）。一例をあげると、イザヤ書 6：10 前半で、民の心のかたくなさは、「心」

「耳」「目」という順序で記されていたが、ヨハネの福音書 12：40 では「目」「心」と順序

を変更し、「耳」を省略した。それは、ヨハネの福音書の主題が「光」であり、12 章の文脈

がイエスのしるしを「見る」ことにほかならなかったからである。 
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（3）「心をかたくなにする」主人公は、イザヤ書 6：9-10 ではイザヤ自身であったのに、

種まきのたとえでは群衆自身、ヨハネの福音書 12：40 では主なる神であり、パウロはそれ

らを折衷し総合した。「心がかたくなになる」という現象は、預言者の宣教活動と、聞く者

たちの受け取り方と、すべてを支配する主なる神の摂理の三方面から見られるということ

である。更に、パウロが、ユダヤ人から全世界に福音宣教が拡大される転機の「ことば」

としてとらえているのに対し、ヨハネは、イザヤ書 53：1 を並行引用することにより、民

の側での「心のかたくなさ」と、神の側での「受難のしもべ像」を統一的にとらえた。「心

のかたくなさ」とは、「受難のしもべ像」が提示されることによって触発される「心のかた

くなさ」なのである。イエスを見て信じなかった「心のかたくなさ」と、イザヤの預言を

聞いても信じなかった「心のかたくなさ」は、ヨハネの福音書 12：41 で「イザヤがこう言

ったのは、イザヤがイエスの栄光を見たからで、イエスをさして言ったのである」と説明

されている。ここで、「・・・からで」は理由とか根拠を示している。イエスの時代の人々

は、イエスを見たけれども信じなかった。一方、イザヤは、地上のイエスを見なかったが、

イエスの栄光を見て信じた。それゆえ、イザヤが受けた「心をかたくなにするメッセージ」

は、彼の見た「イエスの栄光」抜きには考えられないというのが、ヨハネの言おうとする

ところである。 
 
（4）イザヤの受けた「心をかたくなにするメッセージ」は、すでに申命記 29：4、31：20、
32：15 などに見られる。また、詩篇 69：22、23 に、ダビデによって表明されている。イ

ザヤはこれを徹底化し、更に「受難のしもべ像」との有機的統合をはかったと言える。し

かしそれは、イザヤの宗教的天才によるのではなく、彼に示された特別の啓示による。そ

れが特別の啓示であったことは、イザヤ以後このような有機性を見ないところから知られ

る。エレミヤ書 5：21、6：10、エゼキエル書 12：2 などに「心のかたくなさ」の思想は現

れるが、「受難のしもべ像」との有機的統合は現れていない。捕囚以後の旧約書巻や外典や

クムラン文書にもない。この意味をもう一度鮮やかに示したのは、イエスであった。しか

もイエスは、ご自身を「受難のしもべ」と同一化することにより、完全な統合を成就され

た。それゆえ、イザヤ書 6：11 のイザヤの質問、「主よ、いつまでですか」の意味は深いと

言わなければならない。 
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11 節  私が、「主よ、いつまでですか」と言うと、主は仰せられた。 

    「町々は荒れ果てて、住む者がなく、 

    家々も人がいなくなり、 

    土地も滅んで荒れ果て、 

Wa’v'-~ai •rv,a] d[;ä rm,aYO³w: yn"+doa] yt;Þm'-d[; rm;§aow"  WTT Isaiah 6:11 

 ha,îV'Ti hm'Þd"a]h'w> ~d"êa' !yaeäme ‘~yTib'W bveªAy !yaeäme ~yrIø[' 

`hm'(m'v. 

 
LXT Isaiah 6:11 kai. ei=pa e[wj po,te ku,rie kai. ei=pen e[wj a'n evrhmwqw/sin po,leij para. to. mh. 

katoikei/sqai kai. oi=koi para. to. mh. ei=nai avnqrw,pouj kai. h` gh/ kataleifqh,setai e;rhmoj 

 
12 節  主が人を遠くに移し、 

    国の中に捨てられた所がふえるまで。 

br<q<ïB. hb'ÞWz[]h' hB'îr:w> ~d"_a'h'-ta, hw"ßhy> qx;îrIw>  WTT Isaiah 6:12 

`#r<a'(h' 

 
LXT Isaiah 6:12 kai. meta. tau/ta makrunei/ o` qeo.j tou.j avnqrw,pouj kai. oi` kataleifqe,ntej 

plhqunqh,sontai evpi. th/j gh/j 

 
13 節  そこにはなお、十分の一が残るが、 

     それもまた、焼き払われる。 

     テレビンの木や樫の木が 

     切り倒されるときのように。 

     しかし、その中に切り株がある。 

     聖なるすえこそ、その切り株。」  

hl'äaeK' r[E+b'l. ht'äy>h'w> hb'v'Þw> hY"ërIfIå[] ‘HB' dA[ïw>  WTT Isaiah 6:13 

p `HT'(b.C;m; vd<qoß [r;z<ï ~B'ê tb,C,äm; ‘tk,L,’v;B. rv<Üa] !ALªa;k'w> 



新聖書注解 旧約３ イザヤ書 ６章 
ＫＬＢＩ イザヤ書 

18 

LXT Isaiah 6:13 kai. e;ti evpV auvth/j e;stin to. evpide,katon kai. pa,lin e;stai eivj pronomh.n w`j 

tere,binqoj kai. w`j ba,lanoj o[tan evkpe,sh| avpo. th/j qh,khj auvth/j 

 
 イザヤが「ここに、私がおります。私を遣わしてください」と言った時、それは、たと

いその宣教のわざがどれほど困難であっても従います、という決意の表明であった。しか

し、一方において、預言者はあくまでも人の子であり、国を愛し、同胞を思う気持ちに変

わりはない。「聞いても悟るな」と説教せよ、そして、宣教の結果、民の心をかたくなにす

ることを目標にせよ、との主の命令は、若いイザヤにとっては、あまりにも過酷な使命で

あった。主の命令に従う決意には変わりがない。彼は出かける。しかし、<主よ、いつまで

ですか>と質問したイザヤが期待した答えは、数ヶ月、あるいは長くて数年であったと思わ

れる。しかし、主の答えは彼の期待を全く裏切るものであった。それは、ユダの地が全く

荒れ、人々が捕囚の地に連れ去られる時までであった。これは、前 587 年のネブカデレザ

ルによるエルサレム陥落とバビロン捕囚の日にまず成就した。しかし、この時の青年イザ

ヤには、国の滅亡が自分の生涯の中に起こるか、死後のことかは不明であった。彼にとっ

ては、年月の長さよりも、事件の過酷さ、徹底的な悲劇性として、宣教事業の終着駅が示

されたわけである。 
しかし、そこには一つの希望がある。それは「残りの者」の思想である（→4：3 注解）。13

節前半は徹底的な破滅であるが、後半に<聖なるすえ>ということばが出て来る。[r;z<ヘゼ

ラは、「種」「子孫」「すえ」「種族」と訳すことができ、単数でも集合名詞として用いられ

る。それゆえ、ここで、一人のすえ、メシヤを指しているのか、複数の「イスラエルの残

りの者たち」を意味しているのか、文法上からは確定できない（→創 3：15、13：15、17：
8、ガラ 3：16）。70 人訳はこの部分を省略しているので、参考にすることができない。イ

ザヤ書 1：9、4：3 の継続と見れば、集合名詞にとるべきであるが、7：14、9：6-7、11：
1-5 と後へかけてゆけば、単数である。 
 


